
１２月の行事予定  
 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

1 木
【豆次郎ローテ】　安全点検日　Ｂ日課　個別懇談②
（ふ）登校時交通安全指導

○ ○

2 金 Ｂ日課　個別懇談③ 　（ふ）登校時交通安全指導 ○

3 土

4 日

5 月
Ｂ日課　個別懇談④
図書返本期間(～9日)

○ ○

6 火
Ｂ日課　個別懇談⑤　東部中学校入学説明会①(4h 体育館)
(P) 役員会⑤・運営委員会②・役員選考委員会①

　 ○

7 水 ○ ○

8 木 Ｂ日課　個別懇談⑥ ○ ○

9 金 Ｂ日課　個別懇談⑦ ○

10 土

11 日

12 月 Ｂ日課　個別懇談⑧　　　校内巡視(～16日) ○ ○

13 火 Ｂ日課　個別懇談⑨ ○

14 水 Ｂ日課　個別懇談⑩　　　60分授業なし ○ ○

15 木 校外巡視（高） ○ ○

16 金 冬休み図書貸し出し(低) ○

17 土
東部生涯学習振興会クリスマスフェステバル
健連協健全育成標語コンクール表彰

18 日

19 月 冬休み図書貸し出し(中) ○ ○

20 火 冬休み図書貸し出し(高) ○ ○

21 水 大掃除(昼休み) ○ ○

22 木 B日課 ４時間授業　　２学期終業式　いじめゼロの日 ○ ○

23 金 冬季休業日(12/23～1/16)　冬休み学習会

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木 学校閉庁日

30 金 学校閉庁日

31 土 学校閉庁日

日 曜 行　　　　事
心の
相談室

給食 北広島市立北の台小学校 

校 長  松 原 康 雄 

東部スタンダード；あいさつ・準備・思いやり 

いじめの防止に向けて 

校長  松原 康雄  

 新型コロナウイルスの新規感染者数が再び増加し、第８波の到来が叫ばれています。本校でもコロナに

関連した出席停止の児童が急増しています。この中には児童自身の罹患もありますが、ご家族に陽性者が

いるために出席停止になる場合も含まれています。学校では今までになく感染の拡大をひしひしと感じ、

基本的な感染防止対策を確認し、感染拡大防止に十分に注意を払っているところです。保護者の皆様、地

域の皆様も十分にご注意ください。 

 約１か月前の話になりますが、10 月 27 日に文部科学省から 2021 年度のいじめ認知件数が発表されまし

た。北海道は 22,819 人で前年度に比べ 14.4％増ということです。本校でもいじめアンケート（年２回）な

どを行い、一定数のいじめを認知し、その都度解消に向け取り組んでいます。また、いじめの発生を予防

するため、学級における道徳の授業の充実や小１～６年生までの児童が一緒に活動する縦割り班活動を行

い掃除や遊びを通して思いやりの心を育てる等の取り組みを行っています。 

 また校内でもいじめについての研修を行っています。次の内容は研修で扱った家庭のケースです。皆さ

んはどうとらえますか。 

 『小学生のＡさんは、クラスメイトと分け隔てなく付き合うことができる子どもです。そんなＡさん

は、久しぶりに大の仲良しのＢさんと二人だけで遊ぶ約束をしていました。この話を聞きつけたＣさん

が、自分も仲間に入れて、とＡさんに言いました。Ａさんは困ってしまいました。Ａさんは悩んだ末に

「ごめんなさい。今日はずっと前から二人で遊ぶ約束をしていたの」とＣさんに伝えました。「仲間外れに

するなんてひどい。それっていじめじゃない。」とＣさんは泣いて教室を出ていきました。「私はいじめっ

子なの？」とＡさんは担任の先生に相談に行きました。』 

 このケースでは、今のいじめの定義ではいじめと認知します（実際の指導ではいじめという言葉を使っ

て指導するかはケースバイケースです）。社会で様々ないじめに関わる事件が起こるたびにいじめの定義が

変更されてきました。そして今は、小さなことであってもいじめとして積極的に認知し、対応することで

重大事案に発展することを防ぐ意味も込められています。 

いじめを防止するには、子ども一人一人が安心して過ごすことができ、気持ちに余裕がある環境が大切

だと考えます。そのような環境下では他人を思いやる気持ちも自然と湧いてくることでしょう。本校では

いじめ防止基本方針※を定め、子どもが安心して生活できるようにこれからも取り組みを進めて参ります。    
※学校のホームページからご覧になれます。 

 

 

「交通安全」部門  

最優秀賞   ５年２組  田中 瑞葉さん 

わたっちゃえ その一言で 大事故に 

「あいさつ」部門  

優秀賞    ６年１組  板倉 紗羅さん 

 マスクでも あいさつできる 笑顔でね  

「非行・いじめ」部門 

優秀賞    ６年２組  上林 侑芽さん 

見て見ぬふり 助けようよ 恐れずに 

   

 

東広島市とオンライン交流 
コロナ禍の影響で、東広島市との子ども大使交流事

業が今年度も中止となってしまいました。でも、児童

会役員によるオンラインでの交流は今年も行いまし

た。 

今年は東広島市立上黒瀬小学校 

の児童と学校の様子や市の状況 

など、和やかな雰囲気で交流で 

きました。 

 本校では、１１月７日 

から１８日まで読書週間 

を設定していました。 

その取組のうちの一つ 

に「読み聞かせローテーション」があります。児童に読

書への興味関心を持たせ、楽しく本を読む習慣を身に

付けてもらおうと担任の先生以外の先生たちが、教室

にやってきて読み聞かせをします。先生方は、自分の担

当学級以上（？）の力の入れようで準備・読み聞かせを 

行っていました。子 

どもたちは普段は接 

する機会の少ない先 

生のお話に目を輝か 

せていました。 心の相談員（佐藤久美子先生）が来る日がわかる
ようにしました。 

現在のいじめの定義（平成 25 年度～） 

児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係のあ

る他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものも含

む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 コロナの関係で、今年度もＰＴＡ活動は縮小を余儀なくされています。例年全家庭一役で行っていたふれ

あい事業もその一つです。そのような中、登下校の交通安全指導は、有志の方々が参加してくださっていま

す。大変助かっています。 

 

【指導・巡視してくださった保護者の方から・・・】 
 ○車だけでなく、自転車もスピードを出して通るので、注意が必要でした。みんな元気に挨拶してくれま

した。 
 ○皆さん上手に横断歩道を渡っていました。点滅したら止まる、きちんと手を挙げて渡るなど、感心する
ほどでした。 

 ○風の強い日にマスクを飛ばされ、思わず歩道から道路に飛び出してしまう低学年の姿が見受けられまし
た。 

 ○1・2 年生が信号のない歩道で、左右を見ないで道路を横断することが多い。 
 

令和４年度 
目指す 
子ども像 

東部中学校区 目指す15歳の姿 

夢を叶えるために 学んだことをもとに  
自分の言葉で 堂々と語れる姿 

 

 
１１月は小中一貫教育推進月間 

北広島市では、１１月を小中一貫教育推進月間とし、この時期に特に多くの特徴的な取り組みが

進められています。義務教育の９年間で、つながりのある教育活動を進めるために、各校区の小中

学校の先生方が情報共有をしたり、共に研修を深めたり、また小中学生が共に学んだりしています。 

今年は東部小の授業を北の台小と東部中の先生方が参観しました。その後、先生方
はグループに分かれて協議を行いました。 

 １１月１日 東部中校区交流研修会 

こちらは小６と中２が

協力して考えています。

算数や数学で身につけ

た「面積」や「体積」を

求める力が、生活上の

課題を解決するために

も役立つことを知っても

らう授業です。 

 １１月７日 小中合同授業「ＳＤＧ‘ｓ」 

 １１月 7日・８日 小中合同授業「どっちがお得？」 

北の台小の５年生と東部中の１年生が、力を合わせて課題解決に取り組みながら
「ＳＤＧ‘ｓ」についての理解を深めます。 

 １１月２５日 小中合同授業「空手」 

小5と中2の合同学習で、東部中校区で取り組みはじめて 3年目になります。中学
生は自分たちが学ぶと同時に小学生に教えてくれます。小学生はこの授業で、中学生
の力強さと優しさを感じています。 

 ふれあい事業「登校時交通安全指導」「下校時校区内巡視」  
 ○大人数で歩いていると、話しながら横に広がり、道をふさいでしまっている。（自転車などが通れない） 
 ○舗道をふさぐように駐車しているので、危険を感じる。角とカーブで視界が悪いのに、車道に下りないといけ

ない状況。 
 ○東部中のところの横断歩道のないところで、子どもたちが５～６人話しながら道路を行ったり来たりしてい

たので、「危ないよー！まだ渡らないで！」と声かけをしても道路を行ったり戻ったりと渡っていたので、人
数が多いと車のことを見ていないような気がしました。（一人で渡る子は左右をしっかり見ていることが多か
ったです。） 

 ○旗を持っていると、子どもたち挨拶してくれます。小さな道では多少広がって歩いていました。ですが、友達
同士で注意しあいながら歩いていました。 

 
   ふれあい事業の方からの情報や地域の方からの苦情をもとにしながら、学校では日常的に交通安全指導を行

っています。それでも、なかなか徹底は難しいものです。これからは積雪も加わって一層、危険度が増します。
子どもたちが日々、交通安全に気を付けられるようご家庭でもご指導をお願いいたします。 


